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新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 

福崎町長　　橋 本 省 三 

福崎町議会議長　　難 波 靖 通　 

２ 

　明けましておめでとうございます。ご家族お揃いで輝かしい新年をお迎えのこと
と存じます。 
　昨年は、阪神淡路大震災から20年、終戦70年、高校野球100年、など節目の年であ
りました。福崎町でも20年間重責を担われた嶋田町長が勇退されました。橋本町長が
誕生、２名の新議員も決まりました。行政・議会が切磋琢誕生、２名の新議員も決まりました。行政・議会が切磋琢磨し、改革に取り組み、町磨し、改革に取り組み、町
政発展と住民福祉の向上に取り組まなければならないと決意を新たにしました。 
　本年は町制60周年の記念すべき年です。「温故知新」60年の重みを振り返り、更な
る発展を期し、新しいまちづくりに取り組む必要があります。平成26年度に第５次
総合計画を策定しました。「活力にあふれ風格のある住みよいまち」を本町の将来像
としています。将来像の実現にも努めなければなりません。 

　議会は「住民参加と開かれた議会」をめざし、改革に取組んで参りました。 
　平成27年９月に、「福崎町議会議員政治倫理条例」を制定しました。これは議員としての道徳を定めたもの
であり、職権を利用しての入札・採用等への諸行為を規制するものであります。 
　政務活動費は、活動後、研修報告書と使用全額の領収書を提出しています。収支状況は議会広報誌、ホーム
ページで明らかにしています。 
　政治への参加年齢が本年から18歳に引き下げられたことから、小さいうちから政治に関心を持つよう「子ど
も議会」の開催を検討しています。 
　経済環境の先行きは、不透明でありますが、住民の皆様と一緒になり、憲法に定める、主権在民、国際平
和、民主主義をしっかり守り、皆様の声が行政に届き、公正、公平な行政が進められるよう努めてまいりま
す。 
　平成28年は皆様にとりまして幸多き年となることをお祈りいたします。 
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　新年あけましておめでとうございます。 
　希望に満ちた輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 
　私は嶋田町長のあとを受け、昨年12月18日から町政を担うこととなりました。こ
れまでの10年間、助役、副町長として町政の一端に参画してまいりましたが、副町
長時代とは比べものにならない責任の重さに改めて気を引き締め、新年を迎えまし
た。 
　嶋田町長が「住民こそ主人公」との政治信念を持って進めてこられた町政を継
承・発展させ、町民の皆様が安心して暮らし、福崎町民であることに誇りを持てる
まちづくりに力を尽くしてまいります。長年の課題であったＪＲ福崎駅周辺整備を
着実に進めていくほか、少子化対策として、中学校３年生までの医療費を所得制限

を設けない完全無料化とすることや都市計画のゆるやかな見直し、安心・安全のまちづくりのための防災・減
災のインフラ整備、さらには防犯活動の推進など、これらの諸施策を計画的に推進してまいります。 
　また、昨年の選挙では２人の議員も選出され、14人の町会議員がそろいました。行政と議会が相互に協力
し、また牽制し合うことによって民主的な行政運営を行うことが期待されます。また町民の皆様に行政に積極
的に参加していただき、参画と協働によるまちづくりを進めます。この３者がそれぞれの力を発揮すれば福崎
町はさらに住みよいまちになると確信しておりますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
　福崎町は今年５月３日に町制施行　福崎町は今年５月３日に町制施行60周年を迎えます。町制記念日の記念式典をはじめ、年間を周年を迎えます。町制記念日の記念式典をはじめ、年間を通じて様々な通じて様々な
イベントを企画しています。この記念事業が町民の皆様に福崎町への愛着を深めていただくもの、また福崎町
の良さを再認識し、さらなる伸展をめざす新たな出発点となるものであることを期待しています。福崎町にと
って記念すべき本年が、皆様にとっても実り多い年となることを祈念し、新年のごあいさつといたします。 

　新年あけましておめでとうございます。 
　希望に満ちた輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 
　私は嶋田町長のあとを受け、昨年12月18日から町政を担うこととなりました。こ
れまでの10年間、助役、副町長として町政の一端に参画してまいりましたが、副町
長時代とは比べものにならない責任の重さに改めて気を引き締め、新年を迎えまし
た。 
　嶋田町長が「住民こそ主人公」との政治信念を持って進めてこられた町政を継
承・発展させ、町民の皆様が安心して暮らし、福崎町民であることに誇りを持てる
まちづくりに力を尽くしてまいります。長年の課題であったＪＲ福崎駅周辺整備を
着実に進めていくほか、少子化対策として、中学校３年生までの医療費を所得制限

を設けない完全無料化とすることや都市計画のゆるやかな見直し、安心・安全のまちづくりのための防災・減
災のインフラ整備、さらには防犯活動の推進など、これらの諸施策を計画的に推進してまいります。 
　また、昨年の選挙では２人の議員も選出され、14人の町会議員がそろいました。行政と議会が相互に協力
し、また牽制し合うことによって民主的な行政運営を行うことが期待されます。また町民の皆様に行政に積極
的に参加していただき、参画と協働によるまちづくりを進めます。この３者がそれぞれの力を発揮すれば福崎
町はさらに住みよいまちになると確信しておりますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
　福崎町は今年５月３日に町制施行60周年を迎えます。町制記念日の記念式典をはじめ、年間を通じて様々な
イベントを企画しています。この記念事業が町民の皆様に福崎町への愛着を深めていただくもの、また福崎町
の良さを再認識し、さらなる伸展をめざす新たな出発点となるものであることを期待しています。福崎町にと
って記念すべき本年が、皆様にとっても実り多い年となることを祈念し、新年のごあいさつといたします。 



臨時福祉給付金の　　 
申請はお済みですか？ 

【臨時福祉給付金】 

　受付期間　２月２９日（月）まで 

　申請・問い合わせ先　健康福祉課（内線３５１） 

まだの方は 
お急ぎください！ 

　１２月６日（日）、福崎町文化センターにて第３５
回福崎町子ども会少年少女将棋大会が開催されま
した。 
　福崎町の小学生１６名が、盤上で熱い戦いを繰り
広げました。 
　成績は次のとおり。 

（社会教育課） 

　【高学年の部】 
優　勝　安達悠生 
準優勝　直江　空 

　【低学年の部】 
優　勝　山本拓　 
準優勝　宮　郁彰 

　１２月８日、厚生労働省講堂に
おいて、平成２７年度援護事業功
労者表彰式が行われ、兵庫県遺
族会女性部長の小國正子さんが
「戦没者遺族援護功労」により
厚生労働大臣表彰を受けられま
した。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 
（健康福祉課） 

●文化センター行事予定（１／２０～２／１９） 

神崎学園 
日時：１月２１日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　２月４日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 

福寿学園 
日時：２月４日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　２月１８日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：１月２１日（木）　１３：２０～１５：００ 
演題：「笑う門には福が来る」 
講師：笑い療法士　福島利華さん 

サルビアセミナー（公開講座） 
日時：１月２２日（金）　１３：３０～１５：００ 
演題：「聴いてトクする税の教養講座～遺産相続を中心に～」 
講師：塔野税理士事務所　税理士　塔野章さん 

＊上記公開講座は、一般の方も参加していただけます。 
　どうぞ、お越しください。 

　町制施行６０周年の節目の年にあたり、田んぼに文

字や絵を描く「田んぼアート」を実施します。この

「田んぼアート」のデザインを募集しますので、み

なさんふるってご応募ください。 

 

■テーマ　「町制施行６０周年」 

■応募資格　町内に在住・在勤・在学の方 

■応募方法　正方形の中に文字と絵を描いて、住所、

氏名、年齢、電話番号を記入し、郵送してください。

（持参可。学生の方は学校名もご記入ください。） 

■応募締切　１月３１日（日） 

■発表　採用作品、優秀作品（数点）は「広報ふく

さき」で発表し、表彰します。 

■注意事項 

＊複雑なデザインは描けません。緑、白、黒、黄

の４色（主は緑）を使って考えてください。 

■応募・問い合わせ先 

田んぼアート実行委員会事務局（農林振興課） 

〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６－１ 

　２２－０５６０（内線３１４） 

町制施行６０周年記念 

「田んぼアート」　　 
　　デザイン募集！ 
「田んぼアート」　　 
　　デザイン募集！ 
「田んぼアート」　　 
　　デザイン募集！ 

３ 



４ 

任期満了に伴う福崎町長選挙が１２月６日に投開票され

第１０代福崎町長に橋本省三氏が就任しました。 

橋本省三新町長が１２月１８日、職員が出迎えるなか初登庁
しました。 
写真は初登庁で職員から花束を受け取る町長。 
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●略歴● 

昭和４９年１月　福崎町役場入庁 

平成９年４月　生活環境課長 

平成１１年４月　福祉課長 

平成１３年４月　企画財政課長 

平成１５年４月　総務課長 

平成１６年４月　管理参事 

平成１７年３月　助役・副町長 

　　　　　　　（平成２７年６月退任） 

平成２７年１２月　第１０代福崎町長 

○ 橋本町長のプロフィール ○ 

橋本省三（６５） 
はし もと しょう ぞう 

初登庁のあと職員を 
前に就任のあいさつ 
をする町長 



むかし話や物語などを覚えて、語り
聞かせることを“ストーリーテリング”
といいます。この講座は初心者むけで、 
初歩から学ぶことができます。 
○１月～３月（全３回） 
○講師　姫路おはなしの会 
　　　　　小栗栖真弓さん 
○詳細、申込については図書館まで 

ストーリーテリング講座 

2月4日（第1木曜日）資料整理のため休館 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（１月１６日～２月６日） 

おはなし会 

1月16日（土） 
11：00～ 

おたのしみ会 
2月6日（土） 
14：00～ 

えほんのじかん 
2月3日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

1月23日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　　 
　風の神と子供たち　ほか」 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 

　22－1564 

一般書10冊　　児童書1冊 
「下町ロケット２ガウディ計画」　池井戸潤 

「娘になった妻、のぶ代へ」　砂川啓介 

『バッテリー』『NO.６』などで

有名な作家あさのあつこさんを

お招きし、トークショーを開催

します。 
 

※詳しくは図書館まで。 

　福崎東中学校では、家庭科の授業で食生活の自立に
ついて学習しています。給食センターの栄養士の先生
に食育のお話を聞いたり、いずみ会の方々に身近な食
材を使った調理を教えていただいたりしています。ま
た、食育絵手紙コンクールに参加し、兵庫県知事賞や
いずみ会長賞を受賞することができました。今後も、
地域の食材の調べ学習や調理実習を通して「食」への
関心を高め、よりよい食生活を営むことができるよう
にと思っています。 
＜生徒の感想＞ 
・鉄を多く含む食品の、ひじき・ほうれん草・大豆製
品・かつおなどをしっかり食べて自分の貧血を治し
たいです。ま（まめ）ご（ごま）わ（わかめ）や（や
さい）さ（さかな）し（しいたけ）い（いも）で栄
養を補いたいです。 
・調理方法や量を考えて献立作りをしようと思いまし
た。野菜も思っているよりも多めに食べるように心
がけようと思いました。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

食育の講話 いずみ会の方と調理 もちむぎみたらし団子作り 

★エルデホール催物のご案内★ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【１月の休館日】１日～３日・７日・１２日・１４日・２１日・２８日 
　【２月の休館日】４日・１２日・１５日・１８日・２５日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

２月14日（日） 2月の催し 

第３回ふくさきカラオケ紅白歌合戦 

■出場者／紅組（女性）１３組・白組（男性）１３組 
■開演／１３：００（開場１２：３０） 
■入場料／無料　【全席自由】 
☆　今年もカラオケ紅白歌合戦を開催します。町内
に在勤・在住・在学の方々が紅白にわかれてカラオ
ケの総合得点を競う祭典です。参加者のみなさんが
華やかなステージ上で熱い歌声とパフォーマンスを
披露されます。今年は座席の観客の方も紅白どちら
が勝ったかを判定していただくかたちにしています。
ぜひお友達ご家族お誘い上お越し下さい！紅組の３
連覇を白組が阻止できるか？ 

５ 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
今
秋
に
購
入
し
た
ト
レ
ン
チ
コ

ー
ト
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た

と
こ
ろ
、
ス
ジ
の
よ
う
な
線
が
く

っ
き
り
入
っ
て
い
た
。
店
側
に
苦

情
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
問
題
は
な
い
と
言
わ
れ

た
。
納
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

コ
ー
ト
の
販
売
店
に
持
っ
て
行
き

調
べ
て
も
ら
っ
た
。
ア
イ
ロ
ン
で

で
き
る
、
ス
ジ
光
だ
ろ
う
と
の
こ

と
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
旨
を
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
に
伝
え
た
。
店
側
か

ら
は
、
コ
ー
ト
代
金
の
８０
％
の
額

を
支
払
う
と
和
解
案
を
提
示
さ
れ

た
。
妥
当
な
金
額
か
教
え
て
ほ
し

い
。 

（
４０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
事
故
で
賠
償

額
の
参
考
に
な
る
の
は
「
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」
で
す
。

こ
れ
は
、
全
国
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
が
ク
レ

ー
ム
処
理
と
し
て
作
成
し
た
自
主

基
準
で
す
。
こ
の
基
準
に
よ
る
と
、

コ
ー
ト
代
金
の
９０
％
が
賠
償
額
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
相
談
の
業
者

は
組
合
登
録
し
て
い
な
い
の
で
、

要
望
が
通
る
か
わ
か
ら
な
い
で
す

が
、
参
考
に
交
渉
さ
れ
て
は
ど
う

か
と
助
言
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
は
、

出
す
前
の
状
態
を
業
者
が
受
付
時

に
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
防

げ
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
技
術
が

高
い
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
受
付
時
の
対
応
の
丁
寧

さ
で
、
信
頼
で
き
る
業
者
か
ど
う

か
を
見
極
め
る
参
考
に
で
き
ま
す
。 

　
も
し
も
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術

の
未
熟
さ
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
場
合
、
賠
償
と
し
て
現
金
に
換

算
し
て
受
取
り
、
物
品
を
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
者
に
渡
し
て
解
決
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
参

考
に
す
る
の
が
、
「
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
事
故
賠
償
基
準
」
で
す
。
こ
れ

は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
が
他
の

者
の
過
失
に
よ
り
事
故
が
発
生
し

た
こ
と
を
証
明
し
た
時
以
外
は
、

事
故
原
因
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者

に
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
業
者
が
補
償
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

①
賠
償
額
算
定
の
基
本
方
式
は
、 

（
物
品
の
取
得
価
格
）
×
（
物
品

購
入
時
か
ら
の
経
過
月
数
に
応
じ

た
補
償
割
合
）
＝
賠
償
額 

＊
補
償
割
合
を
算
出
し
、
購
入
価

格
の
何
％
か
を
割
り
出
し
ま
す
。 

②
次
の
場
合
、
事
業
者
は
賠
償
を

免
れ
ま
す
。 

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
が
事
故
原

因
は
他
の
者
の
過
失
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
た
時 

・
客
が
品
物
を
受
け
取
っ
て
６
か

月
を
経
過
し
た
時 

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
が
洗
濯
物

を
受
け
取
っ
て
か
ら
１
年
を
経

過
し
て
も
客
が
取
り
に
こ
な
い

場
合 

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
が
賠
償
金

と
同
時
に
事
故
品
を
受
け
渡
す

場
合
は
、
被
害
者
と
同
意
の
上
、

賠
償
金
を
一
部
カ
ッ
ト
で
き
る
。 

 

　
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に
も
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
引
き
取
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
確
認
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
 

福
崎
町
の
消
費
者
行
政
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て 

町
長
　
橋
本
省
三 

　
福
崎
町
で
は
、
平
成
２２
年
４

月
か
ら
市
川
町
・
神
河
町
と
共

同
で
、
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核

セ
ン
タ
ー
（
福
崎
町
立
生
活
科

学
セ
ン
タ
ー
内
）
を
設
置
し
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
業
務

や
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
今
後

も
消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
や
、
出
前
講
座
な

ど
に
よ
る
消
費
者
へ
の
啓
発
活

動
や
情
報
提
供
を
と
お
し
て
、

悪
質
商
法
・
架
空
請
求
な
ど
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
消
費
者
問

題
に
対
す
る
被
害
防
止
に
努
め

ま
す
。 

　
ま
た
、
関
係
機
関
や
各
種
団

体
と
の
連
携
に
よ
り
、
消
費
者

保
護
対
策
や
消
費
者
教
育
を
推

進
し
、
消
費
者
の
よ
り
安
全
・

安
心
な
く
ら
し
の
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

６ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

日　時　２月２４日（水）　９：００～１４：３０ 
場　所　生活科学センター 
講　師　いずみ会 
定　員　２０人 
参加費　実費（昼食代含む） 
受付期間　１月７日（木）～２８日（木） 
申込先　生活科学センター　　２２－４９７７ 
※味噌約３㎏が入る大きさの新しいナイロン袋と、味
噌が保管できる容器をご持参ください。 

くらしの　 
ゼミナール 
くらしの　 
ゼミナール 手づくり味噌教室 

公民館クラブからのお知らせ 
　平成２８年度公民館クラブ登録を受け付けます。 
　あなたのサークルも、公民館グループに入りませんか？ 
　申し込みは、１月１４日（木）から２８日（木）までです。 
※申込期限を過ぎると、次回の登録は平成２９年度になります。 
申し込み・問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 



７ 

水道検針員募集　 
募集人数　２人 
契約期間　平成２８年４月１日から１年間 
　　　　　（１年ごとの更新。最長１０年） 
応募資格　・１８歳から６５歳までの方（学生は除く） 
　　　　　・福崎町にお住まいの方 

・原動機付自転車（セミオートマチッ
ク車）が運転できる方 

応募方法　所定の申込書により上下水道課へ 
受付期間　１月７日（木）～２９日（金） 
試 験 日　２月９日（火） 
受験申込書の請求・問い合わせ先 
　　　　　上下水道課（内線３８１） 

　給食センターでは、食育の一環として、安全・安

心な町内産の野菜や、特産のもち麦をできるだけ多

く給食に使用するよう取り組んでいます。 

　みそは、福崎町でとれた大豆を使い、「福崎町いず

み会」の方々が作られたものです。給食では、初め

て使用します。 

　また、福崎町特産の「もち麦」と安富町でとれた「ゆ

ず」を使った『ゆずジャムタルト』を給食用に特別

に作ってもらいました。パッケージは「フクちゃん」

「サキちゃん」「ツノッチー」の３種類です。 

　兵庫のおいしい食材を、給食で味わってみませんか？ 

○日時：１月１９日（火）１２：００～１３：００ 

○場所：給食センター２階 

○募集人数：１５人（受付順、定員になり次第締め切り） 

○金額：２４４円（お釣りのないようにお願いします。） 

○受付期間：１月１２日（火）～１８日（月） 

学校給食試食会 学校給食試食会 学校給食試食会 
第３回は「兵庫県食材を味わう献立」です 

申し込みは給食センターまでお電話ください。 
時間：８：００～１６：４５　　　２２－０７１０ 

献立 

ごはん 
手作りみそのなめこ汁 
さごしのおろしあんかけ 
れんこんのきんぴら 
ゆずジャムタルト 
牛乳 

参加者募集！ 

＜使用予定の兵庫県産食材＞ 
＝福崎町産＝　米・大根・にんじん・手作りみそ 
＝兵庫県産＝　とうふ・ねぎ・さごし（魚）・れんこん 

　福崎町では、医療関係者、保健福祉関係者、被保険
者代表者、町議会代表者及び行政機関職員を委員とす
る介護保険運営協議会を設置し、高齢者福祉計画や介
護保険事業計画の進捗状況、介護サービスの評価など
を行うことにより、事業の円滑な推進を図ることとし
ています。 
　このたび、介護保険に関しての意見や提言を幅広く
反映させるため、被保険者代表の委員を公募します。 
○応募資格 
　・町内在住の介護保険被保険者 
　　※年齢４０歳～７０歳未満（２月１日現在） 
　　※再任の場合は７４歳まで 
　・平日の午後に開催する会議に出席できる方 
　　（協議会は年間２～３回程度開催予定） 
　・介護保険事業関係者以外の方 
○募集人員　２人 
○任期　平成２８年３月１日から 
　　　　平成３１年２月２８日までの３年間 
○応募締切　１月２９日（金） 
○応募方法　指定の申込書を提出してください。記入
事項は住所、氏名、生年月日、性別、職業、主な経歴、
電話番号、応募動機です。（持参、郵送、Eメール可能） 
　※指定書式は役場健康福祉課にあります。 
　※福崎町公式ホームページにも掲載しています。 
○その他　応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。 
○応募先　健康福祉課　介護保険係 
　　　　　電話：内線３５２、３６４ 
　　　　　Eメール：fukushi＠town.fukusaki.hyogo.jp

介護保険運営協議会委員募集 介護保険運営協議会委員募集 介護保険運営協議会委員募集 

新住所………〒６７９-２３０３　市川町上瀬加８４１番地 
新電話番号　２７－００４４ 
新FAX番号　２７－０６４８ 

平成２８年１月１日から 
本部事務所が市川町へ移転します 

（公社）中播広域シルバー人材センター 

旧瀬加中学校体育館内 
（公社）中播広域シルバー 
人材センター 

市
　
　
川 

甘
　
地
　
駅 

市川町役場 

GS

瀬加郵便局 

GS

瀬加小学校 

釜坂峠 

至
多
可 

至
加
西 

県道
西脇
多可
市川
線 

市
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

播但連絡道路 

R３１２ 

至姫路 

至生野 

N



　
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
少
し
手
す

り
を
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
も
い
い

で
す
か
。
」 

そ
う
私
に
声
を
か
け
て
き
た
の
は
、

初
め
て
会
う
七
十
代
後
半
の
お
ば

あ
さ
ん
だ
っ
た
。 

「
え
っ
、
は
い
。
ど
う
ぞ
。
」 

急
に
声
を
か
け
ら
れ
て
、
少
し
お

ど
ろ
い
た
が
、
場
所
を
少
し
移
動

し
て
、
お
ば
あ
さ
ん
に
手
す
り
を

ゆ
ず
っ
た
。
そ
の
日
の
電
車
は
満

員
で
、
お
ば
あ
さ
ん
も
少
し
苦
し

そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
手
す
り

を
つ
か
ん
だ
お
ば
あ
さ
ん
は
、
ほ

っ
と
し
た
表
情
に
変
わ
っ
た
の
で
、

私
も
ほ
っ
と
し
た
。
す
る
と
、
お

ば
あ
さ
ん
が
、 

「
今
日
は
、
姫
路
ま
で
行
か
れ
る

の
で
す
か
。
」 

と
聞
い
て
き
た
。
私
は
、
少
し
ド

キ
ド
キ
し
た
け
れ
ど
、 

「
は
い
、
そ
う
で
す
。
」 

と
答
え
た
。 

「
一
人
で
え
ら
い
で
す
ね
。
」 

「
い
え
い
え
、
い
つ
も
の
こ
と
で

す
。
」 

と
、
会
話
が
続
い
た
。
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
。
私
は
、
手
す
り
を

ゆ
ず
っ
て
あ
げ
た
だ
け
な
の
に
、

お
ば
あ
さ
ん
は
、 

「
ほ
ん
と
う
に
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」 

と
、
何
度
も
何
度
も
お
礼
を
言
っ

て
く
れ
た
。 

　
そ
の
後
、
お
ば
あ
さ
ん
と
別
れ

た
が
、
私
の
心
は
、
ず
っ
と
ぽ
か

ぽ
か
し
て
い
た
。
心
が
ぽ
か
ぽ
か

し
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。 

　
一
つ
目
は
、
私
の
し
た
小
さ
な

こ
と
で
、
お
ば
あ
さ
ん
が
喜
ん
で

く
れ
た
こ
と
だ
。
何
気
な
く
し
た

こ
と
で
も
、
人
に
喜
び
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
た
。 

　
二
つ
目
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
何

度
も
お
礼
を
言
っ
て
く
れ
た
こ
と

だ
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
は
、
ま
ほ
う
の
言
葉
だ
と
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
。 

　
三
つ
目
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
私

に
対
す
る
接
し
方
だ
。
私
は
、
十

代
で
、
お
ば
あ
さ
ん
は
七
十
代
。

六
十
才
ほ
ど
ち
が
う
の
に
、
す
べ

て
敬
語
で
話
し
て
く
れ
た
。
子
ど

も
と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
人

と
し
て
接
し
て
く
れ
た
お
ば
あ
さ

ん
の
気
持
ち
が
う
れ
し
か
っ
た
。 

　
私
は
、
お
ば
あ
さ
ん
と
出
会
っ

て
、
小
さ
な
こ
と
で
も
心
と
心
が

通
じ
あ
え
ば
、
心
は
ぽ
か
ぽ
か
し

て
気
持
ち
が
よ
い
と
い
う
こ
と
を

学
ん
だ
。
こ
の
世
の
中
で
、
私
の

よ
う
に
心
が
ぽ
か
ぽ
か
す
る
人
が

も
っ
と
ふ
え
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。 

     

　
私
は
四
年
生
の
時
に
、
車
い
す

体
験
を
し
ま
し
た
。
最
近
よ
く
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
車
い
す
に
乗
っ

て
い
る
人
を
見
か
け
る
の
で
、
し

っ
か
り
勉
強
し
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、

車
い
す
を
自
分
の
足
の
よ
う
に
使

っ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
に
行
く
と

き
も
自
分
で
行
っ
て
い
ま
す
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
と
き
も
で
す
。

ま
た
、
車
い
す
に
対
応
し
た
、
段

差
の
な
い
乗
車
口
が
つ
い
た
バ
ス

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
車
い
す

体
験
を
し
て
気
づ
き
ま
し
た
。
普

通
に
し
よ
う
と
思
っ
て
も
で
き
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

少
し
の
段
差
が
あ
っ
て
も
な
か
な

か
進
ま
な
か
っ
た
し
、
狭
い
と
こ

ろ
は
通
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
砂
利

の
所
に
タ
イ
ヤ
が
入
れ
ば
、
く
に

ゃ
く
に
ゃ
す
る
だ
け
で
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
友
だ
ち
に
車
い
す
を

押
し
て
も
ら
っ
て
も
大
変
で
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
が
つ
い
て
い
て
も
で

き
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
手
助
け
は

必
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
私
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

家
の
中
で
二
年
ほ
ど
車
い
す
を
使

っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
で
ト
イ
レ

に
行
っ
た
り
お
ふ
ろ
に
入
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
人
に
手
伝
っ
て

も
ら
う
の
が
き
ら
い
で
、
ほ
と
ん

ど
一
人
で
し
て
い
ま
し
た
。
ベ
ッ

ド
か
ら
車
い
す
に
乗
る
と
き
に
こ

け
た
り
し
て
い
た
の
に
、
手
伝
お

う
と
す
る
と
い
や
が
り
ま
し
た
。

で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
に
、

な
ぜ
、
一
人
で
し
よ
う
と
し
た
の

か
な
。
私
が
今
ま
で
見
て
き
た
人

は
、
一
人
で
し
て
い
る
人
が
多
か

っ
た
け
ど
、
本
当
は
、
手
伝
っ
て

欲
し
い
と
思
う
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
ひ
い
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
他
の
人
も
、
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
私
は
、
車
い
す
に
乗

っ
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
時
は
、

大
変
そ
う
だ
か
ら
全
部
手
伝
っ
て

あ
げ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

友
だ
ち
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
助

け
て
あ
げ
る
よ
う
な
感
じ
で
接
し

た
い
で
す
。
い
つ
で
も
手
伝
え
る

よ
う
に
し
て
見
守
り
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
困
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う

な
と
き
に
、
さ
っ
と
声
か
け
を
し

て
、
助
け
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
た

ら
、
手
助
け
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
自
然
に
声
か
け

が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。 

ま
ず
声
か
け
か
ら 

八
千
種
小
学
校
５
年
　 

藤
本
な
な
み 

福崎町 

田原小学校１年　中山瑛太 

福崎東中学校２年　岡本紗和 

電
車
の
中
で 福

崎
小
学
校
５
年
　 

吉
田
愛
菜 

高岡小学校５年　　見留菜 

８ 



　所得税法や地方税法では、“所得申告する本人

または扶養親族等が障害者に該当する場合、『障

害者控除』として一定金額を所得から控除するこ

とができる”と定めてあります。 

　この障害者控除の対象となる人は、一般的には

身体障害者手帳や精神障害者保健福祉手帳の交付

を受けている人ですが、手帳を持っていなくても「年

齢が満６５歳以上の人で、精神又は身体に障害があ

り、その障害の程度が前記の人に準ずるものとし

て市町村長の認定を受けている人」も障害者控除

を受けることができます。 

　障害者控除には『特別障害者控除』と『障害者

控除』があり、介護保険の要介護度や訪問調査等

でお聞きした内容をもとに判定します。 

　確定申告で障害者控除を受けるための認定書が

必要な方は、事前に役場健康福祉課介護保険係に

申請してください。認定された方には、後日「障

害者控除対象者認定書」を交付します。確定申告

時にこの認定書を提出しないと障害者控除は認め

られません。 

問い合わせ先 

　健康福祉課　介護保険係（内線３５２・３６４） 

要介護認定者の　　　　　 
　障害者控除対象者認定書 

障害者控除判定基準表 

※詳しい基準についてはお問い合わせください。 

要介護度 判定基準 

要介護４・５ 特別障害者控除の対象となります 

認定調査票での自立度により、障害者控除 
の対象となる可能性があります 

要介護３ 

要介護２以下 

認定調査票での自立度により、特別障害者 
控除または障害者控除の対象となります 

交付のお知らせ 

ニ
ッ
コ
リ
笑
う 

　
あ
な
た
に
幸
せ
も
ら
っ
て
い
ま
す 

福
崎
小
学
校
１
年
　
小
野
恒
誠 

助
け
た
い 

　
そ
う
思
っ
た
ら
す
ぐ
行
動 

田
原
小
学
校
６
年
　
大
畑
文
乃 

心
の
目
　
あ
け
て
み
つ
け
る 

　
相
手
の
個
性 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　
藤
後
沙
希 

思
い
や
る 

　
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
よ
う 

福
崎
東
中
学
校
３
年
　
牛
尾
有
希 

９ 

個人番号カードの 
申請は、 

必要なときに 
　マイナンバー『通知カード』（紙製）は届きま
したか？ 
　通知カードは、あなたの個人番号をお知らせ
するためのカードであり、『個人番号カード』（プ
ラスチック製）ではありません。 
　個人番号カードは、本人確認の身分証明書と
なるほか、電子申告（e-tax）を行う際などに必要
となるものです。申請は任意ですので、必要な
ときに申請してください。 
 
　通知カードは他人に見せることなく大事に保
管してください。 
　住所や氏名変更の手続きをする時は、必ず持
参してください。 

【通知カード（紙製）】 【個人番号カード（プラスチック製）】 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７４・３７６） 

　
パ
ソ
コ
ン
、
自
動
車
部
品
な

ど
の
処
理
困
難
物
が
、
く
れ
さ

か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
誤
っ

て
持
ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
受
入
れ

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
適
正

な
方
法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
絶
対

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
分

解
し
て
も
出
せ
ま
せ
ん
。 

【
パ
ソ
コ
ン
】 

　
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は

製
造
メ
ー
カ
ー
が
回
収
、
再
資

源
化
し
て
い
ま
す
。
回
収
方
法

に
つ
い
て
は
製
造
メ
ー
カ
ー
の

回
収
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
回
収
す
る
メ

ー
カ
ー
が
な
い
（
自
作
パ
ソ
コ

ン
、
倒
産
や
事
業
撤
退
し
た
メ

ー
カ
ー
）
パ
ソ
コ
ン
は
パ
ソ
コ

ン
３
Ｒ
推
進
協
会
が
有
償
で
回

収
、
再
資
源
化
し
て
い
ま
す
。 

　
０３
・
５
２
８
２
・
７
６
８
５ 

http://w
w
w
.pc3

r.jp/ 

【
自
動
車
部
品
】 

　
購
入
業
者
（
販
売
店
）
や
専

門
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。 

（
住
民
生
活
課
　
内
線
３
７
２
） 

ご
み
処
理
困
難
物
に
つ
い
て 

ご
み
処
理
困
難
物
に
つ
い
て 



農業委員会

農業委員会 
だより 

Ｑ
　
昭
和
４０
年
前
後
に
建
て
た

家
の
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
た

た
め
、
建
て
替
え
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
家
の
敷
地
の
地
目
が

田
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

地
目
を
宅
地
に
変
え
た
い
の
で

す
が
、
ど
う
い
う
手
続
き
を
す

れ
ば
い
い
で
す
か
？ 

 

Ａ
　
過
去
に
農
地
転
用
許
可
を

受
け
ず
に
家
を
建
て
て
い
る
場

合
は
、
原
則
は
農
地
転
用
申
請

を
し
て
、
県
知
事
・
町
農
業
委

員
会
が
発
行
す
る
農
地
転
用
許

可
書
ま
た
は
受
理
通
知
書
を
法

務
局
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
土
地
は
、
家

が
建
築
さ
れ
て
か
ら
か
な
り
の

年
数
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、

町
農
業
委
員
会
へ
「
非
農
地
証

明
書
」
の
交
付
申
請
を
行
い
、

証
明
書
が
発
行
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
証
明
書
を
法
務
局
に
提
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
宅
地
へ
の
地
目
変
更
が

可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
一
部
で
も
農
地
が
残
っ
て
い
た

り
、
耕
す
こ
と
に
よ
っ
て
農
地
に
復
元
可

能
で
あ
れ
ば
、
非
農
地
と
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。 

　
非
農
地
証
明
に
は
、
次
の
３
つ
の
要
件

を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

①
非
農
地
と
な
っ
て
か
ら
２０
年
以
上
経
過

し
、
農
地
へ
の
復
旧
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
こ
と 

②
農
地
法
に
よ
る
違
反
転
用
の
処
分
の
対

象
と
な
っ
た
土
地
で
な
い
こ
と 

③
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

に
定
め
る
農
用
地
区
域
で
は
な
い
こ
と 

　
非
農
地
証
明
書
の
申
請
方
法
や
添
付
書

類
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
福

崎
町
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

　
農
地
転
用
許
可
等
が
出
て
も
、
登
記
地

目
が
自
動
的
に
変
更
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
農
地
転
用
許
可
書
等
を
添
付

し
て
法
務
局
に
地
目
変
更
の
申
請
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
法
務
局
へ
の
申
請
が

遅
れ
て
く
る
と
、
年
月
が
経
つ
ご
と
に
書

類
を
紛
失
し
た
り
、
記
憶
も
あ
い
ま
い
に

な
り
、
後
日
手
続
き
を
し
よ
う
と
す
る
と
、

必
要
書
類
が
増
え
た
り
、
時
間
が
か
か
っ

た
り
し
ま
す
。
農
地
転
用
許
可
等
が
出
た

ら
、
転
用
完
了
後
、
速
や
か
に
地
目
変
更

登
記
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
町
農
業
委
員
会 

（
農
林
振
興
課
内
・
内
線
３
１
３
） 

農
地
の
Ｑ
＆
Ａ 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金 

　
国
民
年
金
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
時

や
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

時
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
時
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。 

  

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳

か
ら
６０
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。 

　
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る

た
め
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金

の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
証

さ
れ
ま
す
の
で
、
将
来
の
大
き
な

支
え
に
な
り
ま
す
。 

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、

２０
歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保
険
者

と
な
る
方（
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職

の
方
も
含
む
）は
、
役
場
住
民
生

活
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
第
１
号
被
保
険
者
の
平
成
２７
年

度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１
５
５

９
０
円
で
す
。 

　
第
２
号
被
保
険
者（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
公
務
員
）や
、
第
３
号
被

保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）は
、
勤

務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を

行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

　
収
入
が
少
な
い
た
め
に
保
険
料

の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申

請
を
す
れ
ば
納
付
が
猶
予
・
免
除

と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請

を
行
わ
な
い
ま
ま
保
険
料
が
未
納

と
な
っ
て
い
る
と
老
後
に
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金

額
が
低
く
な
っ
た
り
、
障
害
年
金

が
受
け
取
れ
な
く
な
る
な
ど
の
事

態
を
招
き
ま
す
。 

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
学
生
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自

営
業
の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
に
な
っ
た
と
き
に
、
ご
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
免
除
や
猶
予
の

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

姫
路
年
金
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト 

保
険
料
が
猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制
度 

「ふるさと文化祭」のご案内 
と　き　１月３１日（日）１３：００～ 
ところ　エルデホール 
出演グループ 
　・・サルビアこども園 
　・・童謡・唱歌の学校 
　・・姫学こども園 
　・・福崎西中学校合唱部 
　・・福崎小学校PTAコーラス“玉響” 
　・・JA兵庫西女性会福崎支部 
　　七種会＆もちの木会 
　・・KFK典楽会 
　・・福崎高等学校コーラス部 
　・・福崎ひるハーモニー 
　・・女声合唱団ポーコ・ア・ポコ 
　・・合唱団サリマライズ 
　・・福崎高等学校ギター・マンドリン部 
　・・福崎高等学校吹奏楽部 
 
 
 
 
 

（福崎町文化協会） 

１０ 



　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
新
し
い
年
の
始
ま
り
。
節
目
の

月
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
皇
居
で
行
わ
れ
る
「
歌

会
始
の
儀
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。
前

年
に
出
さ
れ
た
題
に
即
し
て
、
天

皇
・
皇
族
、
そ
し
て
一
般
応
募
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
歌
が
披
露
さ
れ

る
こ
の
行
事
。
テ
レ
ビ
中
継
や
新

聞
の
報
道
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
歌
会
始
、
起
源
は
鎌
倉
時

代
中
期
に
遡
る
と
さ
れ
、
以
降
、

中
断
さ
れ
た
り
改
変
さ
れ
た
り
し

な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
宮
内
庁
式
部
職
が
事
務
を

取
り
仕
切
っ
て
い
ま
す
が
、
戦
前

は
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
た
、
天
皇

や
皇
族
の
和
歌
に
か
ん
す
る
諸
事

務
を
扱
う
、
御
歌
所
と
い
う
部
局

が
こ
の
責
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
井
上
通
泰
は
明
治
４０
年（
１
９

０
７
）
か
ら
大
正
９
年
（
１
９
２ 

０
）ま
で
、
御
歌
所
の
寄
人
を
務

め
て
い
ま
す
。
一
介
の
眼
科
医
で

あ
っ
た
通
泰
が
、
ど
う
し
て
御
歌

所
寄
人
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
の
か
。
今
回
は
、
歌
人
と
し

て
の
通
泰
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
通
泰
が
作
歌
を
学
び
始
め
た
の

は
、
明
治
１５
年
、
１７
歳
の
頃
。
当

時
、
養
家
の
家
業
で
あ
る
眼
科
医

と
な
る
た
め
に
、
東
京
に
出
て
、

大
学
予
備
門
に
通
っ
て
い
た
通
泰

は
、
同
郷
の
先
輩
に
勧
め
ら
れ
、

こ
ち
ら
も
同
郷
で
、
元
福
本
藩
士

の
國
富
重
比
古
に
入
門
。
國
富
が

転
居
す
る
ま
で
の
１
年
半
、
彼
か

ら
作
歌
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
江
戸
時
代
後
期
の
歌

人
、
香
川
景
樹
に
傾
倒
し
た
通
泰

は
、
彼
の
事
蹟
の
研
究
に
没
頭
。

さ
ら
に
２４
歳
の
頃
に
は
、
香
川
の

門
人
で
桂
園
派
（
香
川
景
樹
を
祖

と
す
る
和
歌
の
門
流
）
の
歌
人
、

松
波
遊
山
か
ら
歌
の
添
削
を
受
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
通
泰
が
姫

路
や
岡
山
に
赴
任
し
て
い
た
間
に

も
、
添
削
は
受
け
て
い
た
よ
う
で
、

岡
山
赴
任
中
の
明
治
２９
年
頃
に
は
、

松
波
か
ら
「
も
う
添
削
に
は
及
ば

な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。 

　
余
談
で
す
が
、
こ
の
松
波
遊
山

と
い
う
人
物
。
「
柳
田
」
國
男
と

も
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。 

　
國
男
は
通
泰
の
よ
う
に
歌
人
と

し
て
名
を
馳
せ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
生
涯
に
多

く
の
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。
國
男

は
松
浦
萩
坪
と
い
う
桂
園
派
の
歌

人
に
師
事
し
、
歌
を
学
び
ま
し
た

が
、
両
者
を
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、

通
泰
の
依
頼
を
受
け
た
松
波
遊
山

で
し
た
。
ま
た
、
國
男
の
柳
田
家

へ
の
養
子
話
も
、
も
と
は
と
い
え

ば
柳
田
家
と
懇
意
に
し
て
い
た
松

波
か
ら
出
た
も
の
。
彼
の
存
在
な

く
し
て
は
、
「
柳
田
國
男
」
は
存

在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
師
よ
り
独
り
立
ち
を
認

め
ら
れ
た
通
泰
は
、
自
ら
も
門
人

を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

南
天
荘
同
人
会
の
前
身
で
あ
る
歌

学
研
究
会
を
起
こ
し
、
歌
書
の
講

釈
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
歌
人
と
し
て
の
通
泰

が
躍
進
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
山
縣
有
朋
と
の
出
会
い
で

し
た
。 

　
明
治
３７
年
。
３９
歳
の
通
泰
は
、

新
聞
「
日
本
」
に
投
稿
さ
れ
る
歌

の
選
者
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
、

紙
上
に
「
城
南
荘
歌
話
」
と
い
う

歌
論
を
発
表
。
こ
れ
が
山
縣
有
朋

の
目
に
留
ま
り
、
以
降
、
通
泰
は

山
縣
に
歌
の
指
導
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
明
治
３９
年
に
は
、
山

縣
の
内
意
を
受
け
、
森
　
外
や
賀

古
鶴
所
ら
と
と
も
に
、
明
治
時
代

の
新
し
い
歌
風
を
研
究
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
「
常
磐
会
」
を
設

立
。
そ
し
て
明
治
４０
年
に
通
泰
は

御
歌
所
寄
人
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。

在
任
中
は
『
明
治
天
皇
御
集
』
の

編
纂
に
も
従
事
。
大
正
９
年
に
辞

職
し
た
後
も
、
『
昭
憲
皇
太
后
御

集
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、

大
正
１０
年
か
ら
３
年
間
、
歌
会
始

の
点
者
も
務
め
て
い
ま
す
。 

　
当
時
、
御
歌
所
は
桂

園
派
の
歌
人
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
通

泰
は
自
身
を
桂
園
派
と

み
な
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
香
川
景

樹
の
研
究
に
取
り
組
み
、

松
波
遊
山
を
師
と
し
た

こ
と
か
ら
、
世
間
的
に

は
桂
園
派
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
時
の
権
力
者
で
あ
る

山
縣
有
朋
と
昵
懇
で
あ
っ
た
こ
と

も
、
御
歌
所
寄
人
へ
の
任
命
に
際

し
て
有
利
に
働
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
と
は
い
え
、
生
半
可
な
実
力

で
務
ま
る
役
職
で
は
な
く
、
医
業

や
歴
史
の
研
究
に
も
取
り
組
み
な

が
ら
、
御
歌
所
寄
人
と
し
て
活
躍

し
た
通
泰
の
才
能
と
努
力
は
、
十

分
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
し

ょ
う
。 

　
最
後
に
、
通
泰
の
歌
を
一
首
、

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
昭
和
１０
年
に

「
元
旦
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た

歌
で
す
。 

      

　
こ
の
１
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て

良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

歌
人
と
し
て
の
井
上
通
泰 

第１６話 

さ
か
の
ぼ お

う
た
ど
こ
ろ 

み
ち
や
す 

は 

し
ゅ
う
へ
い 

な
ん
て
ん
そ
う 

や
ま
が
た
あ
り
と
も 

じ
ょ
う
な
ん
そ
う
か
わ 

じ
っ
こ
ん 

か 

し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い
ご
う 

こ
つ
る
ど

 

よ
り
ゅ
う
ど 

く
に
と
み
し
げ
ひ
こ

 

か
げ
き 

け
い
お
ん
は 

ま
つ
な
み
ゆ
さ
ん 

く
な
い
ち
ょ
う
し
き
ぶ
し
ょ
く 

井上通泰と松波遊山（個人蔵） 

１１ 



　フェルトを貼り合わせるだけでおいしそうなケ

ーキのできあがり！！おひさまらんどで遊びながら、

おもちゃ作りを楽しみませんか？ 

日　時　２月２３日（火）・２月２４日（水） 

　　　　各日とも１０：００～１１：３０ 

対　象　未就園の子ども 

　　　　とその保護者 

定　員　各日とも１０組 

　　　　（先着順） 

申込先　おひさまらんど 

※２/１（月）から受付けます。 

日　時　１月１９日（火）　１０：００～１１：３０ 

場　所　文化センター　１階　和室 

おやつ　黒米いりもっちりおはぎ、もちむぎ茶 

申込先　ともだちひろば　１月１５日（金）締切 

☆食べ物アレルギーのある方は申込時にお知らせ

下さい。 

☆おやつ代として１人５０円が必要です。 

☆同じ部屋で託児をします。 

おうちでゆっくりほっこり子どもと過ごすには？ 
～おうちCafeのススメ～ 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
１月１９日（火）・２月１６日（火） 
文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

おんがくあそびの会【ドレミ】 

１月１４日（木）１０：００～１１：００　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、

身体遊びなどを楽しみます。 
 

絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 

２月４日（木）１０：００～１０：４０ 

　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターな

どを通して、ことばやおはなしの世界を広げましょう。 

・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

日　時　２月１０日（水）１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場　所　エルデホール　メインホール 
出　演　NPO法人「音楽の家」松浦律夫さん　ほか 
　楽器が奏でる美しい音色は、聴く人のこころと
からだを優しく包み込み、おだや 
かな気持ちにしてくれます。そん 
な温かいコンサートを親子で楽し 
みませんか？ 
・問い合わせ先はともだちひろばへ。 
　申込は不要です。 

１２ 

　抱くという字は“手で包む”と書きますね。 
　大きくて温かな大人の心が、子どもの心をま
るごと包むということではないでしょうか？ 
　忙しい手をちょっとだけと
めて、子どもに両手を広げて
みてください。満面の笑顔に
しあわせを感じる事ができま
すよ。 

音楽付き　えほんのよみきかせとミニコンサート 
～てぶくろ～ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
１６
日（
火
） 

　
　
３
月
１５
日（
火
） 

　
　
３
月
３１
日（
木
） 

　
　
４
月
１９
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
４
月
中
の
利
用
は
２
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館
し

て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

「
ひ
と
り
親
就
労
サ
ポ
ー
ト
」

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
の
職
員
が

神
崎
郡
内
に
在
住
の
ひ
と
り
親
の

方（
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
）

を
対
象
に
巡
回
就
労
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
就
職
希
望
の
方
、
転
職

希
望
の
方
、
働
く
こ
と
に
不
安
が

あ
る
方
な
ど
の
就
労
相
談
を
行
い

ま
す
。 

日
時
　
２
月
１８
日（
木
） 

　
　
　
１０
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

※
事
前
予
約
制（
１
人
６０
分
程
度
） 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
２
階 

内
容
　
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
、

書
類
の
作
成
指
導
、
面
接
の
受

け
方
、
求
人
情
報
の
提
供
な
ど 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
　
職
業
相
談

部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
１ 

担
当
　
冨
井
・
上
野 

 「
中
播
磨
北
エ
リ
ア
就
職
面
接

会
」
開
催 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
で
は
企
業

と
求
職
者
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

面
接
会
を
中
播
磨
地
区
商
工
会
連

絡
協
議
会
（
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
・
姫
路
市
の
商
工
会
で
構 

成
）
と
連
携
し
て
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
１
月
２２
日（
金
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

会
場
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

内
容
　
神
崎
郡
、
姫
路
市
（
香
寺

町
・
夢
前
町
）
内
の
事
業
所
と

求
職
者
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

面
接
会 

対
象
　
平
成
２８
年
３
月
学
校
卒
業

予
定
者
を
含
む
求
職
活
動
中
の

方
（
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
除

く
） 

※
参
加
事
業
所
等
は
兵
庫
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

http://hyog
o-roudoukyoku. 

jsite.m
hlw
.g
o.jp/ 

問
い
合
わ
せ
先 

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

　
企
画
情
報
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
７
８
５ 

○
福
崎
町
商
工
会 

　
２２
・
０
５
５
８ 

 「
姫
路
地
域
障
が
い
者
雇
用
促

進
の
つ
ど
い
〜
就
職
面
接
相

談
会
」
開
催 

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
合

同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
２
月
５
日（
金
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

場
所
　
姫
路
市
自
治
福
祉
会
館 

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
ま
で 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
５ 

 

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
学
院
生
募
集（
第
２
回
募
集
） 

　
兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専

門
学
院
で
は
、
平
成
２８
年
４
月
入

校
の
学
院
生
を
募
集
し
ま
す
。 

対
象
者
　
身
体
等
に
障
が
い
の
あ

る
求
職
者
等
（
所
定
の
条
件
を

満
た
す
方
） 

募
集
科
目 

・
も
の
づ
く
り
科 

・
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科 

・
情
報
サ
ー
ビ
ス
科 

訓
練
期
間
　
１
年
間 

受
付
期
間
　
２
月
１０
日（
水
）ま
で 

選
考
日
　
　
２
月
１８
日（
木
） 

応
募
方
法
　
必
ず
公
共
職
業
安
定

所
で
ご
相
談
の
う
え
、
応
募
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

学
院 

　
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０ 

http://w
w
w
.sg
i.ac.jp/ 

 

中
播
磨
防
災
講
座
の
お
知
ら
せ 

日
時
　
１
月
１７
日（
日
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

場
所
　
福
崎
町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

内
容 

第
１
部
　
最
新
動
向
「
災
害
時
へ

の
備
え
と
心
構
え
に
つ
い
て
　

〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
方

法
〜
」 

第
２
部
　
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
も

大
丈
夫
！
モ
ト
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

に
よ
る
災
害
支
援 

問
い
合
わ
せ
先
　（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）
コ
ム
サ
ロ
ン
２１ 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
８
８
０
３ 

（
電
話
は
平
日
１０
時
〜
１８
時
） 

お知らせ 

information

１３ 

　
福
崎
町
「
な
っ
得
商
品
券
」

は
、
町
内
の
経
済
活
性
化
・

消
費
拡
大
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
は
、
平
成
２８
年
１

月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効

と
な
り
、
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
１
月
３１
日
ま
で
に

福
崎
町
内
の
な
っ
得
商
品
券

加
盟
店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
商
品
券
の
払
戻
し
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
福
崎
町
商
工
会
ま
で 

　
２２
・
０
５
５
８ 

福
崎
町
「
な
っ
得
商
品
券
」 

有
効
期
限
は
１
月
末
ま
で
！ 

　農業所得申告の「個別相
談会」は行いません。 
　２月１５日から３月１５日ま
での確定申告・住民税申告
相談会の際に、まとめて受
付をします。 
　このため、申告会場は混
雑が予想されます。農業所
得の経費については、事前
に項目ごとに集計してくだ
さいますよう、ご協力をお
願いします。 
問い合わせ先 
　税務課　住民税係 

　（内線３４４・３４５） 

「農業所得申告」 
についてお願い 

 



「
遊
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

参
加
者
募
集
！！ 

　
寒
い
季
節
、
家
を
飛
び
出
し 

色
々
な
遊
び
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時
　
１
月
２３
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
球
技
室 

種
目 

○
コ
マ
回
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会

（
親
子
の
部
・
子
ど
も
男
子
の

部
・
女
子
の
部
） 

○
フ
ャ
ミ
リ
ー
体
力
測
定 

○
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
コ
マ
回

し
・
羽
根
つ
き
体
験 

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
！ 

参
加
方
法 

○
コ
マ
回
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会

は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

（
電
話
予
約
可
）
９
時
３０
分
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
そ
の
他
体
験
・
挑
戦
の
種
目
は
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
随
時

参
加
で
き
ま
す
。 

対
象
　
小
学
生
以
下 

※
２
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保

護
者
と
お
越
し
く
だ
さ
い 

服
装
　
運
動
し
や
す
い
服
・
上
靴
・

タ
オ
ル
・
飲
物
等 

参
加
料
　
無
料 

そ
の
他
　
大
会
参
加
者
コ
マ
の
予

備
は
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
な

る
べ
く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

●
詳
し
く
は
第
１
体
育
館
（
　
２２

・
１
１
５
３
）
へ
。 

清
楚
な
る
茶
の
花
垣
や
母
の
里 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 
独
り
居
の
静
寂
の
庭
に
石
蕗
さ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

観
覧
車
み
わ
た
す
町
の
小
春
空 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

山
茶
花
咲
く
寺
で
尼
僧
の
法
話
聴

く
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

深
々
と
眠
る
児
の
背
に
小
春
の
陽 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

白
山
茶
花
音
な
く
流
る
溝
へ
散
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

山
寺
の
露
座
の
地
蔵
に
初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

白
山
茶
花
月
の
夜
道
に
は
ら
り
散

る
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

大
山
の
裾
野
に
迫
る
時
雨
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

古
民
家
の
山
茶
花
垣
根
花
咲
き
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

良
き
便
り
届
き
し
今
日
の
小
春
か

な
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

冬
初
め
淡
き
陽
に
笑
む
磨
崖
仏 

　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

山
茶
花
の
散
り
を
早
め
る
風
が
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

目
が
覚
め
て
夜
半
に
時
雨
の
音
を

聴
く
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

小
春
の
日
笑
む
母
と
児
の
糸
電
話 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

初
時
雨
迎
え
待
つ
人
混
む
駅
舎 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

柔
ら
か
き
土
へ
落
花
の
姫
椿 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

嫋
や
か
な
黄
金
垂
り
穂
を
揺
り
に
つ
つ
東
南
風
ひ
と

と
き
吹
き
渡
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

鯖
鮨
を
木
箱
に
押
し
き
そ
の
母
は
居
ま
せ
ず
ひ
た
す

ら
遠
き
日
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

鳴
き
あ
か
し
一
生
終
え
た
る
熊
蝉
の
た
た
め
る
足
を

濡
ら
す
秋
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

ゴ
ー
ヤ
蔓
取
り
拂
う
窓
に
仰
ぎ
見
る
真
澄
の
空
に
雲

流
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

癌
封
じ
の
お
守
り
頂
く
無
量
寺
は
懐
か
し
き
故
郷
の

寺
と
同
じ
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

声
・
姿
み
せ
ぬ
此
の
頃
の
蚊
と
言
ひ
て
己
が
耳
目
の

疎
き
を
知
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

陽
の
沈
む
襟
裳
岬
の
灯
台
に
沖
よ
り
つ
づ
く
白
浪
た

か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

い
く
た
び
も
試
め
し
て
と
ま
る
赤
と
ん
ぼ
棚
田
稲
穂

に
微
風
渡
り
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

朝
露
を
浴
び
て
あ
ま
た
の
蜘
蛛
の
巣
が
稲
田
を
飾
る

水
玉
模
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

 

大
天
守
よ
り
見
下
ろ
す
姫
路
穏
や
か
で
屋
根
の
瓦
は

白
く
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
若
葉 

 

雨
上
り
塀
に
蝸
牛
の
這
い
お
り
て
口
遊
む
な
り
童
謡

ひ
と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

夕
凪
の
刈
田
の
畦
に
跳
ぶ
蝗
捕
え
ん
と
し
て
脚
の
縺

る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

た
お 

じ
も
く 

か
ぎ
ゅ
う 

い
な
ご 

も
つ 

ひ
と
よ 

く
が
ね 

い
　
な
　
さ 

つ
　
わ 

俳

句

会 

短

歌

会 

１４ 

ス
ポ
ー
ツ 

平成２７年１２月１日から改正されました。 

問い合わせ先　兵庫労働局　労働基準部　賃金課 
　　　　　　　　 ０７８－３６７－９１５４　FAX ０７８－３６７－９１６５ 

特定（産業別）最低賃金　改正 特定（産業別）最低賃金　改正 特定（産業別）最低賃金　改正 

特定（産業別）最低賃金の適用業種 

繊維工業（※） 

塗料製造業 

鉄鋼業 

はん用機械器具製造業、生産用機械器具製造業、
業務用機械器具製造業 

電子部品・デバイス・電子回路製造業、電気機
械器具製造業、情報通信機械器具製造業 

輸送用機械器具製造業 

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械
器具製造業 

各種商品小売業（※） 

自動車小売業 

時間額 

８００円 

９０６円 

８９０円 

８７２円 
 

８３０円 
 

９０４円 

８３２円 
 

７９７円 

８４０円 

兵庫県最低賃金 
時間額 
７９４円 

平成２７年１０月１日発効 

※各種商品小売業については平成２７年１０月１日から平成２８年
１月３１日まで、繊維工業については平成２７年１０月１日から
平成２８年２月２９日まで兵庫県最低賃金が適用されます。 



１５ 

最優秀賞 

・もちむぎクランブルケーキ 
　橋口里美（姫路市） 

優 秀 賞 

・もち麦とくるみの 
　　タルトサブレ 
　杉本真紀子（朝来市） 

審査員特別賞 

・サクサクもっちりスコーン 
　尾藤直子（福崎町） 
・もちむぎ豆腐ドーナツ 
　横山和代（福崎町） 

最優秀賞 

・もち☆ぷちあんぱん 
　宅和里菜（兵庫県立大学） 

優 秀 賞 

・もちむぎ団子 
　福田麻衣（兵庫県立大学） 
・もちむぎぼうろ 
　村田瑞歩（福崎町） 

審査員特別賞 

・ベジ味噌のポテトお焼き 
　小田桃良（豊橋南高等学校） 
・もちむぎドーナツ 
　佐々木直美（兵庫栄養調理専門学校） 

　コンテストにたくさんのご応募ありがとう　コンテストにたくさんのご応募ありがとう
ございました。 
　全国から４４点の応募があり、厳選なる審査
の結果、入賞レシピが決定しました。 
　これらのスイーツは、フォーラム（２４日開催）
のバイキングでお召し上がりいただけます。のバイキングでお召し上がりいただけます。
ただいま申込受付中！ 

　コンテストにたくさんのご応募ありがとう
ございました。 
　全国から４４点の応募があり、厳選なる審査
の結果、入賞レシピが決定しました。 
　これらのスイーツは、フォーラム（２４日開催）
のバイキングでお召し上がりいただけます。
ただいま申込受付中！ 

日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

6 
 

9 

10 
 

 

11 
 

 

19 
 

 

20 

 

21 

22 

23 

24 

29 

30 

31

水 
 

土 

日 
 

 

月・祝 
 

 

火 
 

 

水 

 

木 

金 

土 

日 

金 

土 

日 

11:00 

13:00 

10:00 

8:30 

18:00頃 

9:45 

11:00 

13:00頃 

 

12:00 

 

10:00 

13:00 

13:00 

13:20 

13:30 

9:30 

13:00 

 

15:00 

13:00

 

 

 

 

～１１日（月・祝） 

受付９：１５～ 

要申込 

 

 

要申込 

 

 

 

 

 

 

一部要申込 

要申込 

 

要チケット 

えほんの時間 

なやみごと相談 

図書館であそぼ会 

消防団出初式 

かくしほちょじ 

成人式 

鈴ノ森神社合格祈願祭 

追儺（鬼追い） 

もち麦の日 

学校給食試食会 

食育の日 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

老人大学一般教養講座 

サルビアセミナー 

遊びフェスティバル 

もち麦の可能性を考えるフォーラム 

フクちゃん読書の日 

ＰｅｒｍａｎｅｎｔＦｉｓｈアカペラライブ 

ふるさと文化祭 

図書館 

サルビア会館 

図書館 

田原小学校グラウンド 

鍛治屋地区 

エルデホール 

鈴ノ森神社 

神積寺 

 

給食センター 

 

 

サルビア会館 

 

文化センター 

文化センター 

第１体育館 

エルデホール 

 

エルデホール 

エルデホール 

図書館 

社会福祉協議会 

図書館 

住民生活課 

鍛治屋地区 

社会教育課 

柳田國男・松岡家記念館 

神積寺 

農林振興課 

給食センター 

保健センター 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

文化センター 

文化センター 

第１体育館 

農林振興課 

図書館 

エルデホール 

文化センター 



No.333

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

新しい年の初めに、健康づくりの目標をたて、積極的に取り組みましょう。 
保健センターは、みなさんの健康づくりを応援しています。 

参加者募集 「平成２７年度あすへの健康教室」 

　高血圧は、動脈硬化や心臓病、脳卒中などの病気に

なりやすいといわれています。あなたの血管を大切に

するため、高血圧予防に取り組みましょう。 

（予定変更する場合があります） 

【参加者】どなたでも 

【場　所】保健センター 

【参加費】無料（実習材料代は実費徴収します） 

【申　込】１月２５日（月）までに保健センターへ　　２２－０５６０（内線３６０～３６３） 

【その他】この教室は「健康づくりポイント」の対象教室とします。 

■日程等 

回 実施日 講師 テーマ さあ、測ってみよう 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

２月４日（木） 

１４：００～ 

《講義》血圧のあれこれ知識 

基礎的な知識を、身近な先生のお話で学びます。 

《栄養講座（机上編）》血管を守る食事を学ぶ 

健康のもととなる食事について。 

《栄養講座（台所編）》血管を守る食事をつくる 

調理実習で減塩の「こつ」を学びます。 

《健康ウォーキング》 
高血圧予防のための棒棒ウォーキング 
高血圧予防の効果的な運動です。 

【血圧測定】 
血圧を測って、血圧グラ 
フをつけよう。 

【血管年齢測定】 
指の血管から血管の老化 
度を測定しよう。 

【みそ汁の塩分測定】 
お宅のみそ汁の塩分量を 
測ってみよう。 

【歩行距離測定】 
万歩計で、歩いた歩数、 
距離を測ってみよう。 

【尿中食塩濃度測定】 
1日の塩分摂取量（推定） 
を、尿検査で調べよう。 

《閉講式　個別相談》これから始まる健康づくり 

自分に合った方法を見つけましょう。 

２月１９日（金） 

１０：００～ 

２月２６日（金） 

１０：００～ 

３月７日（月） 

１０：００～ 

３月１８日（金） 

随時 

町管理栄養士 

町保健師 

マサキ医院　院長 

正木茂博 先生 

町管理栄養士 

町体育指導員 

保健センター職員 

町管理栄養士 

町保健師 

今年のテーマは… 高血圧予防　「血圧を下げて、血管を守ろう！」 
～いろいろ測って、自分を知って血圧コントロール～ 

参加者には、お得な特典が!! 
①血管年齢を測定します。 
②尿検査で、１日の塩分摂取量（推定）を調べます。 
③健康づくりポイントがもらえます。 

　有効期限が２月２９日（月）までとなっています。期限内にご利用ください。 
　詳しくは、保健センターまでお問い合わせください。 

乳がん検診無料クーポン券（紫色）　　　　　　　　 
子宮頸がん検診無料クーポン券（緑色）お持ちの方へ 
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保健センターだより 

パッククッキングで簡単！ 
　一人暮らしの方や災害時にも役に立
つ調理方法です。ぜひ一度試してみて
ください 

（材料）４人分 
　大根………１２０ｇ 
　大根の葉…少々 
　牛乳………５０cc 
　水…………５０cc 
　ポリ袋……１枚（透明でないもの） 

 
ベーコン……１０g 
コンソメ……１/２個 
塩……………少々 
黒こしょう…少々 

（作り方） 
１．大根は皮をむき、２cmの乱切りにする。葉は細かく切る。 
２．ベーコンは１cm幅に切る。 
３．ポリ袋に大根、ベーコン、牛乳、水を入れる。さらに刻んだコンソメを入れパックする。 
４．ボウルに水を張り、そこに③のポリ袋をつけて空気を抜き、袋の口を固く結ぶ。（真空状態） 
５．鍋またはポットに入れ、約４０分保温する。 
６．袋を湯につけたまま袋上部を切り、葉を加え１０秒程蒸らす。 
７．袋から出し器に盛り、好みで塩・こしょうで味を整える。 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  

 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２７.１０月生の乳児 

Ｈ２７.９月生の乳児 

Ｈ２７.３月生の乳児 

Ｈ２７.１月生の乳児 

H２６.３月・４月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１/１２（火） 

月～金 

１/１２（火） 

 

１/２７（水） 

１/１９（火） 

１/２７（水） 

１/１２（火） 

１/２０（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター1月定例行事予定 

＊二種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・小

児用肺炎球菌・水痘予防接種は、接種間隔に気をつ

けましょう。 

＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１

年間です。忘れず早めに接種しましょう。 

　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 

＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受

けましょう。 

予
防
接
種 

　こころの健康について考える講演会を行いま

す。 

　多くの皆さんのご来場をお待ちしています。 

 

日時　１月１５日（金） 

時間　１０時～１２時 

場所　市川町文化センター　コミュニティホール 

内容 

（講演） 

　「暮らしの中にあるアルコール問題」 

　講師：姫路北病院　炭谷　敦　精神保健福祉士 

（体験発表） 

　姫路断酒会による体験発表 

 

※参加申し込みは不要ですが、個別相談をご希

望の方は、事前に下記までご連絡ください。 

 

問い合わせ先 

　兵庫県中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 

　地域保健課 

　　２２－１２３４ 

こころの健康づくり講演会の 
開催について 
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◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ １８ 

町民のうごき 

平成２７年１１月末現在 

７，４５３世帯 
９，３３０人　 
４２人　 
１１人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５８１人 
１０，２５１人 

３０人 
１５人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

　
福
崎
町
は
平
成
２８
年
５
月
３
日
に
町
制
施
行
６０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
写
真
は
６０
周
年
を
記
念

し
て
発
行
す
る
町
勢
要
覧
の
た
め
に
撮
影
し
た
航

空
写
真
で
す
。
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
空
か

ら
見
た
福
崎
町
の
様
子
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

　
今
年
は
６０
周
年
を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
広
報
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
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■
表
紙
写
真
の
説
明 

ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

≪作り方≫ 
①黒豆はさっと洗ってふきんで水気をとり、フライパンでこんがり煎る。 
②米、もちむぎ精麦を洗って炊飯器に入れ２．５合の水加減にする。塩と
炒った黒豆を入れ軽く混ぜて炊く。 
③炊きあがったらすし酢をまわしかけて混ぜ、蒸らす。 

≪材料≫ 
米...１．５合 
もちむぎ精麦...０．５合 
黒豆（小粒）...２/３カップ 
塩...小さじ１/２ 
すし酢...少々 

黒豆をフライパンで炒るこ

とで、香ばしさが加わります。 

効能いっぱいのもち麦と黒

豆を毎日のごはんに取り入

れてみませんか。 


